
沖縄県 聴覚障害児支援中核機能イメージ
事業目的 内容

聴覚障害児の支援は乳児からの適切な支援が必要であり、また状態像が多様

になっているため、切れ目のない支援と多様な状態像への支援が求められる。
このため、福祉部局と教育部局等が連携を強化し、聴覚障害児支援の中核機能
を整備し、聴覚障害児と保護者に対し適切な情報と支援を提供することを目的
とする。

１.聴覚障害児に対応する協議会の設置
２.聴覚障害児支援の関係機関との連携
３.家族支援の実施
４.巡回支援の実施
５.聴覚障害児支援に関する研修等の開催

１.聴覚障害児に対応する協議会の設置

２.聴覚障害児支援の関係機関との連携
・きこえの支援ｾﾝﾀｰ及びろう学校等と連携し、聴覚障害児の情報収集並びに保健、福祉、
教育において切れ目のないよう連携

・難聴児支援体制等に係る意見交換会の開催

３.家族支援の実施
・聴覚障害児本人又は保護者からの相談内容の聞き取り

・必要に応じて学校側と家庭との面談に同席し、第三者的立場から指導や助言を実施

実施

４.巡回支援の実施
・聴覚障害児の通う地域の保育所、幼稚園、障害児通所支援事業所、学校、家庭等への
巡回支援

５.聴覚障害児支援に関する研修会等の開催
・聴覚障害児の通う地域の保育所、幼稚園、障害児津署支援事業所、学校等の職員が、
聴覚障害児の支援方法を習熟する機会を設けるための研修会を開催

派遣型

沖縄県難聴児支援体制整備協議会

連携

情報連携
委員再構築

沖縄県新生児聴覚検査体制整備協議会（参考）
（保健医療部地域保健班所管事業 ※R3参考委員23名)
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民間当事者団体 ◎課題の抽出
◎１～５の方針の
検討を行う

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置
(ST等想定)

すみわけ
新生児~乳幼児 ／ 小学校入学以降

事務局(委託先)


